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歳
出
用
語

財
政
用
語
の
解
説

歳
入
用
語

　

平
成
29
年
度
は
、
財
源
の
重
点
的
な

配
分
を
行
い
、
少
子
高
齢
化
対
策
、
安

心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
、
乳
幼

児
・
こ
ど
も
医
療
対
策
事
業
、
観
光
の

振
興
、
過
疎
対
策
や
定
住
促
進
な
ど
の

事
業
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
決
算
額
は
、
歳
入

が
３
７
５
億
45
万
円
、
歳
出
が

３
６
０
億
８
１
２
０
万
円
、
差
引
き

14
億
１
９
２
５
万
円
と
な
り
ま
す
。
こ

れ
か
ら
翌
年
度
へ
繰
り
越
し
た
事
業
に

あ
て
る
財
源
２
億
６
４
５
１
万
円
を
差

引
き
、
実
質
収
支
で
11
億
５
４
７
４
万

円
の
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。
こ

の
内
か
ら
２
億
円
を
財
政
調
整
基

金
に
積
み
立
て
、
残
り
の
黒
字
額

９
億
５
４
７
４
万
円
を
平
成
30
年
度
の

財
源
に
充
当
し
ま
し
た
。

　

歳
入
の
内
訳
の
主
な
も
の
を

み
る
と
、
皆
さ
ん
の
納
め
た
市
税

が
歳
入
全
体
の
18
・
４
％
に
あ

た
る
68
億
９
８
７
６
万
円
、
地

方
交
付
税
は
33
・
７
％
に
あ
た

る
１
２
６
億
３
５
５
７
万
円
、
国

県
支
出
金
は
20
・
２
％
に
あ
た
る

75
億
６
７
７
７
万
円
で
、
自
主
財
源
が

32
・
７
％
、
依
存
財
源
が
67
・
３
％
と
な

り
ま
し
た
。

　

歳
出
の
内
訳
の
主
な
も
の
を
金
額
の

大
き
い
順
に
目
的
別
に
み
る
と
、
民
生

費
が
最
も
高
く
１
２
３
億
７
６
７
９
万

円
で
全
体
の
34
・
３
％
を
占
め
て
い

ま
す
。
主
な
事
業
と
し
て
、
し
ょ
う
が

い
者
の
自
立
支
援
給
付
事
業
、
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
事
業
等
で
す
。
続

い
て
、
総
務
費
が
13
・
４
％
に
あ
た
る

48
億
４
１
３
８
万
円
、
土
木
費
が
11
・

５
％
に
あ
た
る
41
億
３
０
９
６
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

９
月
議
会
に
お
い
て
、
平
成
29
年
度

決
算
に
基
づ
く
健
全
化
判
断
比
率
お
よ

び
資
金
不
足
比
率
の
報
告
を
行
い
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
平
成
29
年
度
の
決
算
状

況
を
法
に
基
づ
き
全
国
統
一
の
指
標
と

し
て
計
算
し
た
も
の
で
、
基
準
を
超
え

た
場
合
は
、
財
政
健
全
化
計
画
を
策
定

し
、
計
画
的
に
健
全
化
に
向
け
て
取
り

組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

八
女
市
は
、
国
が
示
し
て
い
る
基
準

を
下
回
っ
て
お
り
、
地
方
公
営
企
業
の

資
金
不
足
も
生
じ
て
い
ま
せ
ん
。

◦
実
質
赤
字
比
率
「
－
」
に
つ
い
て
は
、

普
通
会
計
（
一
般
会
計
・
住
宅
新
築
資

金
等
貸
付
事
業
費
特
別
会
計
・
矢
部
診

療
所
特
別
会
計
）
に
お
い
て
黒
字
で
あ

る
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

◦
連
結
実
質
赤
字
比
率
「
－
」
に
つ
い
て

は
、
普
通
会
計
に
そ
の
他
の
特
別
会
計

を
含
め
た
数
値
が
黒
字
で
あ
る
こ
と
を

意
味
し
て
い
ま
す
。

◦
実
質
公
債
費
比
率
は
、
そ
の
年
度
の

標
準
財
政
規
模
に
対
し
て
起
債
（
借
金

）
の
返
済
額
（
公
営
企
業
分
や
一
部
事
務

組
合
の
起
債
を
含
む
）
の
割
合
を
出
し

た
も
の
で
す
。

◦
将
来
負
担
比
率「
－
」に
つ
い
て
は
、負

債
に
充
て
る
た
め
の
財
源
が
負
債
額
を

上
回
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

（単位：％）■八女市財政の健全化判断比率
実質赤字

比率
連結実質
赤字比率

実質公債費
比率

将来負担
比率

八女市 － － 8.9 －

早期健全化基準 12.50 17.50 25.0 350.0 

財政再生基準 20.00 30.00 35.0 

◉
市
財
政
の
健
全
化
判
断
比
率

（
下
表
）

◉
決
算
の
状
況

◉
歳
入
（
入
っ
た
お
金
）
の
内
訳

◉
歳
出
（
使
っ
た
お
金
）
の
内
訳

平成 29年度決算状況をお知らせします

市
税
…
皆
さ
ん
か
ら
市
に
納
め
ら
れ
る
お
金

地
方
交
付
税
…
所
得
税
な
ど
国
が
徴
収
し
た

税
金
の
中
か
ら
、
市
の
財
政
状
況
に
応
じ
て

交
付
さ
れ
る
お
金

国
県
支
出
金
…
事
業
な
ど
特
定
の
目
的
の
費

用
と
し
て
、
国
・
県
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金

市
債
…
大
き
な
事
業
を
行
う
た
め
に
、
国
や

金
融
機
関
か
ら
借
り
入
れ
る
お
金

民
生
費
…
高
齢
者
・
し
ょ
う
が
い
者
・
保
育

所
な
ど
の
福
祉
全
般
の
事
業
に
使
う
お
金

総
務
費
…
課
税
徴
収
・
住
民
窓
口
・
選
挙
・

統
計
な
ど
の
事
務
に
使
う
お
金

土
木
費
…
道
路
・
公
園
整
備
・
住
宅
管
理
な

ど
に
使
う
お
金

公
債
費
…
市
債
の
返
済
の
た
め
に
使
う
お
金

教
育
費
…
学
校
運
営
の
費
用
や
、
市
民
会
館

・
図
書
館
・
公
民
館
な
ど
教
育
全
般
に
使
う

お
金

農
林
水
産
業
費
…
農
業
・
林
業
等
の
振
興
に

使
う
お
金

衛
生
費
…
健
康
診
断
・
予
防
接
種
・
ご
み
回
収

な
ど
、健
康
で
衛
生
的
な
生
活
に
使
う
お
金

消
防
費
…
消
防
活
動
・
消
防
施
設
の
整
備
な

ど
に
使
う
お
金

商
工
費
…
商
工
業
・
観
光
の
振
興
に
使
う
お
金
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　本庁内に相談コーナー
を設け、移住定住に関す
る相談や問い合わせにワ
ンストップで対応しまし
た。また、本市の魅力、
住まいや仕事、さまざま
な支援施策の情報を専
用サイトやプロモーショ
ン動画等のツールを活用
しながら発信しました。
さらに、都市圏での移住
相談イベント参加や移住
体験（仕事付きの短期滞在）などの事業に取り組み
ながら移住定住促進を図りました。

Ｐｉｃｋ Uｐ！
平成 29 年度の主な事業

こんな仕事をしてきました

◦乗合タクシー運行事業…7,743 万円
◦コミュニティＦＭ放送局運営事業…2,475 万円
◦道路・河川改良事業…15 億 1,047 万円
◦防災対策事業…2,081 万円

快適で安全・安心な暮らしを支える
都市基盤づくりと都市機能

◦介護予防事業…6,240 万円
◦各種がん検診委託事業…6,753 万円
◦乳幼児・こども医療対策事業…1 億 5,808 万円
◦やめっこ夢祝金事業…3,217 万円
◦路線バス通学定期補助事業…1,157 万円

　各種がん検診の実施により、早期発見・早期治
療に結び付いています。また、自己負担額を一律
500 円にして受診者の経済的負担の軽減を図った
ことにより、子宮頸がん・前立腺がんの受診率が
向上しました。

少子・高齢社会に対応し、自分らしく、
安心して暮らせるまちづくり

PickUp! 各種がん検診委託事業

◦矢部地域振興事業…3 億 5,358 万円
◦八女材普及促進住宅資材助成事業…4,360 万円
◦プレミアム商品券助成事業…1,993 万円
◦新規創業者及び新事業展開補助事業…882 万円

地場産業・観光の振興と地域資源を
活かした新産業創出、雇用の確保

　矢部村に山村滞在施設「奥八女別邸やべのもり」
がオープンしました。大自然の中で、贅沢なプラ
イベート空間を確保した 7 棟の個性的な離れ宿
と、新鮮な地元食材を味わうことのできる優雅な
別棟レストランによりお客さまをお迎えします。

PickUp! 矢部地域振興事業

◦浄化槽設置整備事業…9,431 万円
◦道路河川愛護活動事業…547 万円
◦移住・定住支援センター事業…604 万円
◦マイホーム取得支援事業…3,635 万円
◦若年世帯家賃等支援補助事業…1,513 万円

人と自然にやさしく、暮らしやすい
生活空間づくり

　生活排水による公共用水域の水質汚濁を防止する
ため、浄化槽整備区域において、平成 29 年度から
専用住宅等の浄化槽設置者に対する補助金の増額を
行い、個人負担の軽減を図りました。

PickUp! 浄化槽設置整備事業

PickUp! 移住・定住支援センター事業

　本市への転入や転居による若年世帯の定住促進を
図るため、家賃や引っ越し費用を補助する制度を設
けました。

PickUp! 若年者家賃等支援補助事業
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会計名 歳入 歳出 差引

国民健康保険
事業費 104億6,901万円 102億5,469万円 2億1,432万円

簡易水道
事業費 4億8,825万円 4億8,284万円 541万円

住宅新築資金
等貸付事業費 1,272万円 9,987万円 △8,715万円

下水道事業 12億4,715万円 11億9,697万円 5,018万円

介護保険
事業費 75億9,750万円 72億9,867万円 2億9,883万円

後期高齢者
医療  10億773万円 10億663万円 110万円

農業集落
排水事業 　　7,116万円 7,009万円 107万円

矢部診療所 7,788万円 6,841万円 947万円

黒木町串毛
財産区 128万円 6万円 122万円

黒木町木屋
財産区 901万円 73万円 828万円

黒木町大淵
財産区 1,575万円 1,575万円 0万円

■平成29年度特別会計決算状況

平成 29年度決算状況をお知らせします

■一般会計市債・基金残高の推移

注：平成29年度までは決算、平成30年度は見込み
　市債(市の借金)の残高は、借入の抑制等により毎年度減
少し、平成30年度末には268億円となる見込みです。 基
金(市の貯金)の残高は、平成30年度末には179億円となる
見込みです。

（単位：億円）

268

300 290 281 273 270
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218 218 219 203
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基金残高

市債残高

◦まちづくり協議会等の
　育成・支援…2,607 万円
◦姉妹・友好都市交流事業…314 万円
◦住民票等のコンビニ交付事業…3,210 万円

　市民の利便性を高めるため、個人番号カ－ド
（マイナンバ－カ－ド）を使用して、全国のコン
ビニエンスストアで、住民票・印鑑登録証明書・
戸籍謄抄本および附票を発行できるシステムを
構築し、平成 30 年 2 月から利用できるようにな
りました。

市民とともに歩み、市民とともに
進めるまちづくり

PickUp! 住民票等のコンビニ交付事業

◦学力向上推進事業…9,132 万円
◦心と体の健康教育推進事業…2,040 万円
◦入学祝金事業…4,341 万円
◦給茶機設置事業…985 万円
◦八女市奨学金交付事業…894 万円
◦八女東部スポーツ公園
　　クラブハウス建設事業…1 億 5,146 万円

　市立学校で、現在「八女茶学」をとおして八
女茶が果たしてきた歴史・文化・健康等につい
て学んでいます。八女茶への親しみをさらに深
めるため、平成 29 年度に給茶機を全小中学校
等へ設置しました。

　八女東部スポーツ公園（グリーンフィールド
八女）への大規模サッカー大会およびサッカー
合宿等の誘致を推進するため、ドレッシングルー
ム（更衣室）やシャワー室等を備えたクラブハ
ウスを建設し、八女東部スポーツ公園の施設の
充実を図ることができました。

生きる力の育成と豊かな心を育てる
まちづくり

PickUp! 給茶機設置事業

PickUp! 八女東部スポーツ公園
クラブハウス建設事業

（年度）




